
グループホーム少林寺館

事業所名：グループホーム少林寺館

作成日：　 令和７年　３月　１７日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

要介護度が高い方も多く、感染症対策もあり、
日常的な外出支援が難しい状況にある。その
ため、入居者が屋外で気分転換する機会が限
られている。

利用者それぞれの外出希望（行先）を把握す
る。施設内外での気分転換の機会を増やし、
入居者の生活の質（QOL）を向上させる。

感染症対策を行いながら、家族と相談し、体調
が良い日や天気の良い日に短時間の外出を計
画的に企画する。近くの公園や馴染みのある
場所への散歩やドライブの機会を増やす。

６ヶ月

2 2

コロナ禍以降、地域との交流が減り、利用者が
地域と関わる機会が少なくなっている。交流の
制限は緩和されたが、感染対策もあり再開の
機会が十分に確保できていない。

事業所と地域との関係を深め、利用者が社
会とのつながりを感じられる機会を増やす。

以前関わりのあったボランティア団体との交流
を再開する。地域の行事に積極的に参加する。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

目標達成計画

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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